
部
品
・
部
材

可
鍛
鋳
鉄
・
配
管
工
事
用
付
属
品
の
製
造

041

東
亜
高
級
継
手
バ
ル
ブ
製
造
株
式
会
社
　
　
枚
方
市

住　所 〒573-0132
 枚方市野村元町1-37
T E L 072-858-8031
F A X 072-859-2245
創　業 大正7年4月
資本金 4,500万円
従業員 55名
代表取締役社長　内藤 末夫

鋳
鉄
製
か
ら
合
成
樹
脂
製
ま
で

圧
巻
の
製
品
数
を
誇
る

水
関
連
の
総
合
継
手
メ
ー
カ
ー

東
亜
高
級
継
手
バ
ル
ブ
製
造 

株
式
会
社

■主な事業内容

当社のものづくり
セールスポイント

鋳鉄製品の製造・販売

■主な取引先
大手樹脂加工メーカー、管工機
材商社 等 『顧客とともに成長する』『技術革新により価値を創造

する』『仕事を通じて信頼の輪を広げる』『ライフライン
で社会に貢献する』。この4つの経営理念を社員一人ひ
とりがしっかりと胸にとどめ、製品群の拡充を推し進め、
より社会に貢献する企業へ成長したいと考えています。

生活文化の向上に役立つことを願い
新しい時代にふさわしい製品を提供

代表取締役  内藤 末夫 さん

他社に
は

負けな
い東亜高級継手バルブ製造株式会社

http://www.toakoukyu.co. jp

Company Profile

コスト
相  談

納  期
相  談

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

量  産
対  応

海  外
発注可

企画力
自信有

時
代
の
潮
流
を
い
ち
早
く

察
知
し
製
品
開
発
に
反
映

　

水
に
ま
つ
わ
る
継
手
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し

て
圧
倒
的
な
製
品
数
を
誇
る
の
が
、
枚
方
市
に

本
社
を
置
く
東
亜
高
級
継
手
バ
ル
ブ
だ
。
大
正

７
年
に
合
資
会
社
東
亜
高
級
継
手
製
作
所
と

し
て
産
声
を
あ
げ
、
鉄
管
継
手
の
製
造
を
ス

タ
ー
ト
。
昭
和
18
年
、
商
工
省
令
に
よ
り
６
工

場
が
吸
収
合
併
し
、
株
式
会
社
へ
と
改
組
さ
れ
、

本
格
的
に
鋳
鉄
バル
ブ
の
製
造
が
開
始
さ
れ
た
。

　

同
社
の
沿
革
は
日
本
産
業
の
歴
史
と
密
接
に

連
携
し
、
そ
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

製
品
が
多
数
存
在
す
る
。
昭
和
28
年
に
開
発

さ
れ
戦
後
の
復
興
を
支
え
た
可
鍛
鋳
鉄
製
ド

レ
ン
ネ
ジ
継
手
、
高
層
建
築
物
に
対
応
し
た
昭

和
54
年
発
表
の
排
水
鋼
管
用
可
と
う
継
手
、

近
年
で
は
圧
力
排
水
配
管
用
継
手
や
免
震
継

手
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
社
会
の
動
向
や
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
と
ら
え
た
画
期
的
な
製
品
を
そ
の
時
代
ご

と
に
生
み
出
し
て
き
た
。「
開
発
か
ら
製
造
ま

で
を
一
貫
し
て
自
社
で
行
い
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
は
、
よ
り
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
や
高
度
な

技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
開
発
を
行
う

の
が
当
社
の
創
業
以
来
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
」
と

内
藤
末
夫
社
長
。
鋳
鉄
だ
け
で
な
く
、
和
歌

山
工
場
で
は
樹
脂
関
連
の
継
手
製
造
も
行
っ
て

お
り
、『
継
手
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
集
団
』
と
し

て
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
顧
客
か
ら
の
信
頼
を
ゆ
る

ぎ
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。

顧
客
か
ら
の
「
生
の
声
」
を

徹
底
的
に
反
映
さ
せ
る
開
発

　

同
社
で
は
本
社
に
３
名
、
和
歌
山
工
場
に
１

名
の
開
発
専
門
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
お
り
、
日
夜
新

し
い
製
品
開
発
に
情
熱
が
傾
け
ら
れ
て
い
る
。

開
発
の
核
と
な
る
の
は
、も
ち
ろ
ん
顧
客
の
『
生

の
声
』。
そ
の
た
め
営
業
ス
タ
ッ
フ
と
開
発
ス
タ
ッ

フ
は
常
日
頃
か
ら
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
開

発
会
議
も
頻
繁
に
開
か
れ
る
と
い
う
。
内
藤
社

長
は
こ
う
語
る
。「『
顧
客
と
と
も
に
成
長
す
る
』

と
い
う
の
が
当
社
の
創
業
以
来
の
理
念
。
そ
れ

ぞ
れ
の
技
術
分
野
で
の
高
度
な
知
識
技
術
を
習

得
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
社
員
の
人
間
形
成

に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。
や
る
気
の
あ
る
社
員

に
は
積
極
的
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ま
す
し
、
投

資
も
惜
し
み
ま
せ
ん
」

　

在
阪
大
学
や
公
的
研
究
機
関
、
ま
た
大
手

企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
技
術
指
導
に
よ
り
、

現
在
で
は
１
２
０
を
超
え
る
工
業
所
有
権
を
取

得
し
て
い
る
同
社
。
さ
ら
な
る
有
益
な
製
品
の

提
供
だ
け
で
な
く
、
機
能
の
高
度
化
に
取
り

組
む
研
究
開
発
型
企
業
を
め
ざ
す
そ
の
姿
勢

か
ら
も
、
同
社
の
並
々
な
ら
ぬ
産
業
寄
与
へ
の

情
熱
が
感
じ
ら
れ
る
。「
決
し
て
妥
協
を
許
さ

な
い
堅
い
信
念
と
熱
意
を
ベ
ー
ス
に
、
当
社
な

ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
製
品
に
今

後
も
こ
だ
わ
って
い
き
た
い
」
と
語
る
内
藤
社
長
。

「
水
」
と
い
う
究
極
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
携
わ
る

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
誇
り
を
胸
に
、
同
社
は
さ
ら

な
る〝
可
能
性
への
挑
戦
〞を
続
け
る
。

溶鉱炉ー枚方市に唯一残る“キューポラ”

キッコエ－ス（ＫＡ）継手、ロックエ－ス（ＬＫ）継手等、同社を代表する製品群

040

部
品
・
部
材

合
成
樹
脂
被
覆
鉄
線
の
製
造

ト
ワ
ロ
ン
株
式
会
社
　
　
堺
市 

西
区

住　所 〒592-8331
 堺市西区築港新町2-6-13
T E L 072-245-6500
F A X 072-245-7324
創　業 昭和10年2月
資本金 4,800万円
従業員 28名
代表取締役社長　藤本 貴美嘉

高
機
能
樹
脂
を
採
用
し

完
全
接
着
製
法
で
高
耐
久
性
を

実
現
し
た
I
Ｒ
被
覆
鉄
線

ト
ワ
ロ
ン 

株
式
会
社

■主な事業内容

当社のものづくり
セールスポイント

合成樹脂被覆鉄線製造

■主な取引先
鉄鋼製品専門商社、線材加工
製造会社、建材製造会社  等 21世紀の企業運営に必要不可欠な『4R』を実施し、

省力化、省資源化、リサイクル事業に注力して循環器
型社会の一翼を担います。また新しいアイデアの模索
に社員一丸となって取り組み、より社会に貢献する企
業へ成長を遂げたいと考えています。

環境問題にも真摯に向き合い
社会発展への貢献をめざします

代表取締役社長  藤本 貴美嘉 さん

他社に
は

負けな
いトワロン株式会社

http://www.towaron.co. jp

Company Profile

コスト
相  談

納  期
相  談

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

量  産
対  応

海  外
発注可

企画力
自信有

公
共
土
木
の
現
場
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
活
躍

　

私
達
の
生
活
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
被

覆
ワ
イ
ヤ
を
専
門
に
開
発
し
て
い
る
の
が
、
ト

ワ
ロ
ン
だ
。
文
具
や
ハン
ガ
ー
、
園
芸
用
支
柱
と

いっ
た
身
近
な
日
用
品
か
ら
ネ
ッ
ト
フ
ェン
ス
の
ひ

し
形
金
網
、
ま
た
土
木
用
途
な
ど
に
多
く
使

用
さ
れ
る
高
耐
久
被
覆
ワ
イ
ヤ
ま
で
、
同
社
の

製
品
群
は
実
に
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
活
躍
の

場
を
着
実
に
広
げ
続
け
て
い
る
。

　

同
社
の
看
板
製
品
で
あ
り
、
２
０
１
０
年
に

財
団
法
人
土
木
研
究
セ
ン
タ
ー
が
認
定
し
た
建

設
技
術
審
査
証
明
書
を
取
得
し
た
の
が
、『
Ｉ

Ｒ
被
覆
鉄
線
』
だ
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
適

合
す
る
亜
鉛
め
っ
き
鉄
線
３
種
に
接
着
性
樹
脂

を
塗
布
し
、ア
イ
オ
ノ
マ
ー（
Ｉ
Ｒ
）
樹
脂
を
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
線
材
。Ｉ
Ｒ
被
膜

と
心
材
を
強
力
接
着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
空

気
や
水
分
を
完
全
に
遮
断
し
て
心
材
を
保
護

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
海
岸
や
離
島
、
融
雪

剤
使
用
地
域
や
温
泉
地
と
いっ
た
特
殊
な
環
境

に
お
い
て
も
抜
群
の
耐
久
性
を
発
揮
す
る
の
が

最
大
の
特
長
。
脱
塩
ビ
で
環
境
に
も
優
し
く
、

ツ
ヤ
の
あ
る
美
し
い
被
膜
で
自
然
環
境
と
の
調

和
・
美
観
保
護
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、

特
筆
す
べ
き
な
の
が
そ
の
優
れ
た
耐
寒
性
。
ア

イ
ゾ
ッ
ト
衝
撃
試
験
に
お
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
30

度
の
環
境
で
も
常
温
時
と
同
等
の
耐
衝
撃
性

を
有
し
て
お
り
、
豪
雪
地
帯
の
使
用
な
ど
に
も

最
適
だ
。

２
０
０
２
年
日
韓
Ｗ
杯
の

ス
タ
ジ
ア
ム
警
備
に
も
貢
献

　

国
土
交
通
省
管
轄
エ
リ
ア
の
か
ご
マッ
ト
や
落

石
防
護
網
、
日
本
道
路
公
団
の
落
下
物
防
止

柵
や
立
入
防
止
柵
、
各
地
方
団
体
の
落
石
防

止
網
、
空
港
の
場
周
柵
な
ど
、
同
社
の
Ｉ
Ｒ
被

覆
鉄
線
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
工
現
場
で
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
実
用
性
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
。
２
０
０
２
年
に
開
催
さ

れ
た
日
韓
共
催
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
神
戸

ウ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
含
め
全
10
会
場
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
フ
ェン
ス
に
採
用
さ
れ
、
フ
ー
リ
ガ
ン

対
策
に
も
一役
買
っ
た
の
だ
と
か
。
社
長
の
藤
本

貴
美
嘉
さ
ん
は
こ
う
語
る
。「
Ｉ
Ｒ
被
覆
鉄
線
は
、

公
的
機
関
か
ら
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
に
そ
の
高
品
質

を
証
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り

良
い
製
品
の
開
発
に
従
事
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

既
製
品
に
関
し
て
も
コ
ス
ト
の
再
検
討
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
総
合
的
な
見
直
し
を
は

か
っ
て
い
き
ま
す
。
国
内
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

海
外
の
技
術
や
ニ
ー
ズ
も
し
っ
か
り
と
調
査
し
、

さ
ら
な
る
顧
客
満
足
に
寄
与
す
る
の
が
私
達
の

使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

２
０
１
０
年
に
会
社
創
立
75
周
年
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
た
同
社
。「
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た

信
頼
と
実
績
を
ベ
ー
ス
に
、
海
外
進
出
を
含
め
、

新
し
い
事
業
領
域
を
今
後
も
積
極
的
に
開
拓

し
て
い
き
た
い
」。
そ
う
語
る
藤
本
社
長
の
瞳
の

輝
き
が
印
象
的
だ
っ
た
。

環境に優しいHDPE（高密度ポリエチレン）ワイヤを
使ったクリップ

同社のワイヤを使用した敷き網。高尺ネット、防球ネット、落石防止網等、使用用途は多岐にわたる




